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巻  頭  言

2013 年の正月は久しぶりに自 月ぶは久 月ぶ 月月 久 ぶ に久 月久 月を理念としているインフラ整備事業を担当する私に

とって，安全・安心についてあらためて考える時間でした．

橋梁のわ 絵 に外力が作用した場合は保証の限りではありません．このような場合，

どのように対応すべきか？人間の対応力も含めた対策が必須ですが，十分な議論・対策が実行されているとは言

い難

い状況です．東日本大震災の最大の教訓はこれではないでしょうか．また，構造物がその機能を維持してい

るかを常に確認・評価し，劣化の状況に応じ補修・補強を行わなければ，安全・安心を守ることはできないこと

はトンネルの天井板落下事故が示しています．

外力の設定も含めた設計技術も当然ですが，要求品質を実現する製造・建設・維持管理メンテナンスする技

術，技能もなければならないことは言も 言で言ミ克．こ 講 ふいび子ょ テ献 技∵も，偽区．鞠ゴ鼓ザ∵ｔｖんざろねｔま 子ょ． とささせ事業を続け

て

ての建設などの社会的要請に応えること，負担が多くとも，未来を

見据えた技術開発と協力会社も含めた人材育成を行っていくことが重要な責務との思いをあらためて強くしたと

ころです．

前述のように国内のインフラ市場は厳しい環境にありますが，IHI グループは海外でのインフラ建設により技

術力を保持してきました．これを基に責務を果たしたいと考えており，また，できると信じています．

今後，被災された方々，日本全体のためにも復興対応が加速され

ることが期待されています．このような時期

に IHI グループが保有する「安全・安心」を築く技術の一部ではありますが，特集号としてまとめることは意義

あることと思います．関係各位のご参考に供せられれば幸いです．

復興と「 安全・安心 」を支える技術特集号興せある「る ム


